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■マルヤス機械
機長 15cmの小型コンベヤ
連続搬送やピッチ調整に
　マルヤス機械（長野県岡谷市成田町 2-11-6、
☎ 0266-23-5630）は、連続搬送・ピッチ送り用
の小型ベルトコンベヤ「短機長コンベヤ SL」を
3月19日に発売した。従来品に比べ、テールロー
ラなど回転部の露出がなく安全性が高い。
　工程間のつなぎコンベヤとして使えるほか、
間欠運転することで搬送物のピッチ調整が可
能で切り離し制御などに真価を発揮するとい
う。最小サイズで機幅 193.5、機長 150、機高
125mm。機長 150mmの場合、起動停止頻度は
最大で毎分 120
回。部品の着脱
が容易で、部
品交換やメンテ
ナンスがしやす
い。

■前田金属工業
エアーインパクトレンチ
ツインハンマーを内蔵
　前田金属工業（大阪市東成区深江北 3-14-3、
☎ 06-6973-9735）は、耐久性とパワーに優れた
ツインハンマー内蔵のエアーインパクトレンチを
発売した。頑丈なマグネシウムハンマーケース、
ボディに特殊強化樹脂を採用したことで、本体
質量1.2kgの軽量化を実現。自動車のタイヤ交換、
一般作業や建築現場のボルト着脱で機能性を発
揮する。
　引き具合で微妙な出力調整が可能なスイッチ
に加え、５段階まで調
整できるレバーも搭載
させた。最大トルクは
470N・m。無負荷回
転数は10000min-1 で、
握りやすい形状のソフ
トグリップが振動を和
らげる。希望小売価格
は3万 4580円。

■
山
善

機
構
改
革
と
人
事
（
４

月
１
日
付
）

■
機
構
改
革

【
経
営
企
画
本
部
】

広
報
室
を
広
報
・
Ｉ
Ｒ
室
に

呼
称
変
更
す
る
。　

【
管
理
本
部
】

①
東
京
管
理
部
に
東
京
審

査
法
務
部
を
統
合
し
、
人

事
総
務
課
、営
業
管
理
一
課
、

営
業
管
理
二
課
、
審
査
法

務
課
、
Ｐ
Ｌ
・
知
的
財
産

管
理
室
の
４
課
１
室
制
と

す
る
。

②
営
業
管
理
部
に
買
掛
管

理
部
を
統
合
し
、
一
課
、
二

課
、三
課
の
３
課
制
と
す
る
。

③
関
連
事
業
部
の
呼
称
を
、

関
連
事
業
管
理
部
に
変
更

す
る
。

【
産
業
シ
ス
テ
ム
統
括
部
】

①
産
業
シ
ス
テ
ム
統
括
部

に
Ｗ
ｅ
ｂ
取
引
の
拡
大
を
目

的
と
し
て
Ｉ
Ｔ
推
進
室
を

新
設
す
る
。

【
東
日
本
営
業
本
部
】

①
住
設
建
材
部
を
、
住
設

建
材
第
一
営
業
部
（
東
京
担

当
）
と
住
設
建
材
第
二
営

業
部
（
北
関
東・東
北
担
当
）

と
す
る
。

②
「
東
関
東
住
建
営
業
所
」

を
新
設
し
、
茨
城
県
南
部
・

埼
玉
県
東
部
・
千
葉
県
北

東
部
を
管
轄
地
域
と
す
る
。

※
新
事
務
所
開
設
は
５
月

初
旬
を
予
定
。

【
国
際
本
部
】

①
国
際
本
部
と
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
統
括
部
を

統
合
す
る
。
統
合
に
伴
い
、

国
際
本
部
に
シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
支
社
（
Ｓ
Ｅ

支
社
）
を
設
置
し
、
Ｓ
Ｅ
支

社
に
、
東
部
Ｓ
Ｅ
部
、
中

部
Ｓ
Ｅ
部
、
西
部
Ｓ
Ｅ
部
を

設
置
す
る
。

■
執
行
役
員
人
事

◇
上
席
執
行
役
員
東
日
本

営
業
本
部
副
本
部
長
（
北

関
東
・
東
北
担
当
）
＝
佐
々

井
昭
三
◇
上
席
執
行
役
員

名
古
屋
営
業
本
部
副
本
部

長
＝
奥
本
弘
文
◇
上
席
執

行
役
員
広
島
支
社
長
＝
福

岡
忠
重
◇
上
席
執
行
役
員

国
際
本
部
副
本
部
長
＝
岡

俊
彦
◇
上
席
執
行
役
員
九

州
支
社
長
＝
福
田
廣
◇
執

行
役
員
管
理
本
部
副
本
部

長
兼
経
理
部
長
＝
松
村
嘉

員
◇
執
行
役
員
東
日
本
営

業
本
部
副
本
部
長
（
東
京

担
当
）
＝
伊
藤
直
孝
◇
執

行
役
員
家
庭
機
器
営
業
本

部
商
品
統
括
部
長
（
東
京

駐
在
）
兼
商
品
２
部
長
兼

商
品
３
部
長
兼
海
外
商
品

部
長
＝
白
石
忠
史
◇
執
行

役
員
産
業
シ
ス
テ
ム
統
括

部
副
統
括
部
長
＝
北
居
学

■
人
事
異
動 

◇
管
理
本
部
東
京
管
理
部

長
＝
山
添
正
道
◇
同
営
業

管
理
部
長
＝
伊
勢
嶋
正
◇

同
関
連
事
業
管
理
部
長
＝

福
元
敏
郎
◇
内
部
監
査
部

長
＝
谷
藤
博
昭
◇
産
業
シ

ス
テ
ム
統
括
部
営
業
推
進

部
長
＝
久
保
泰
善
◇
大
阪

営
業
本
部
住
設
建
材
部
長

＝
久
保
英
輔
◇
同
神
戸
支

店
長
＝
吉
村
泰
典
◇
同
岡

山
支
店
長
＝
市
末
松
宏
◇

同
京
都
支
店
長
＝
西
村
裕

重
◇
同
富
山
支
店
長
＝
和

田
博
美
◇
東
日
本
営
業
本

部
住
設
建
材
第
一
営
業
部

長
＝
幸
得
昭
彦
◇
同
住
設

建
材
第
二
営
業
部
長
（
さ

い
た
ま
住
建
駐
在
）
＝
迫

隆
一
◇
同
諏
訪
支
店
長
＝

室
伏
欣
二
◇
同
西
東
京
支

店
長
＝
建
路
隆
男
◇
同
神

奈
川
支
店
長
＝
斎
藤
栄
志

郎
◇
名
古
屋
営
業
本
部
本

部
室
長
＝
池
上
清
司
◇
同

住
設
建
材
部
長
＝
鳥
越
一

彦
◇
同
浜
松
支
店
長
＝
東

隆
一
◇
国
際
本
部
Ｓ
Ｅ
支

社
長
兼
中
部
Ｓ
Ｅ
部
長
＝

山
本
隆
邦
◇
同
副
支
社
長

兼
西
部
Ｓ
Ｅ
部
長
＝
中
西

武
博
◇
同
東
部
Ｓ
Ｅ
部
長

＝
細
見
明
裕 

人 

事

　

ケ
ル
ヒ
ャ
ー
ジ
ャ
パ
ン（
佐

藤
八
郎
社
長
）
は
都
内
北
区

に
あ
っ
た
東
京
支
店
を
、
さ

い
た
ま
市
南
区
に
拡
張
移

転
、
3
月
23
日
か
ら
営
業
を

開
始
し
た
。
新
支
店
は
首
都

ケ
ル
ヒ
ャ
ー
ジ
ャ
パ
ン

東
京
支
店
を
移
転
・
拡
張

大
型
機
の
展
示
実
演
も
製品内覧会行なう

圏
全
域
を
カ
バ
ー
。
事
務
所

は
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
従
来
の

約
２
倍
に
拡
げ
、
大
型
機
種

を
含
め
同
社
の
業
務
用
／
家

庭
用
清
掃
機
器
を
一
堂
に
展

示
す
る
。
佐
藤
社
長
は
「
製

品
の
大
型
化
に
対
応
し
シ
ョ

ウ
ル
ー
ム
を
広
げ
た
。
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
積
極

的
に
行
な
い
た
い
」
な
ど
と

コ
メ
ン
ト
、
東
京
支
店
長
を

兼
務
す
る
小
松
秀
明
首
都

圏
グ
ル
ー
プ
部
長
は「
分
野
、

業
種
ご
と
に
特
化
し
た
営

業
ス
タ
イ
ル
に
変
え
た
の
に

続
き
、
こ
の
営
業
拠
点
も
新

た
に
充
実
で
き
た
。
前
年
比

１
２
０
％
の
成
長
を
目
指
し

た
い
」
と
話
し
た
。

■
75
周
年
モ
デ
ル
ほ
か
、

　
　
　
　

新
製
品
多
数

　

新
東
京
支
店
の
オ
ー
プ
ン

に
先
立
ち
、
３
月
19
日
に
は

内
覧
会
を
開
催
し
た
。
主
要

製
品
で
あ
る
高
圧
洗
浄
機
、

バ
キ
ュ
ー
ム
ク
リ
ー
ナ
ー
、

床
洗
浄
機
、
ス
イ
ー
パ
ー
、

ス
チ
ー
ム
ク
リ
ー
ナ
ー
の
最

新
モ
デ
ル
・
主
力
機
を
、
清

話
し
て
い
た
。

　

新
製
品
と
し
て
は
、
ま
ず

世
界
で
初
め
て
水
冷
式
に
し

た
家
庭
用
高
圧
洗
浄
機
を

紹
介
。
モ
ー
タ
ー
音
の
無
い

水
冷
式
な
ら
で
は
の
静
音
性

能
が
特
長
で
、
床
洗
浄
時

な
ど
に
便
利
な
水
は
ね
防
止

キ
ャ
ッ
プ
な
ど
付
属
品
も
充

実
さ
せ
た
。

　

業
務
用
で
は
、
各
分
野
の

機
械
特
長
を
ア
ピ
ー
ル
。
ク

リ
ー
ナ
ー
で
は
フ
ィ
ル
タ
ー

に
つ
い
た
粉
塵
類
を
自
動
で

払
い
落
と
す
機
能
や
、
水
を

吸
い
込
ん
で
も
フ
ィ
ル
タ
ー

に
影
響
を
与
え
な
い
機
構
な

ど
を
紹
介
し
た
。
ま
た
今
年

５
月
に
販
売
開
始
す
る
ド
ラ

イ
ア
イ
ス
を
用
い
た
高
圧
洗

浄
機
「
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
ブ
ラ

ス
タ
」
を
披
露
。
実
演
で
は

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
に
貼

り
付
い
た
シ
ー
ル
の
「
剥
が

し
作
業
」
を
行
な
っ
た
。
高

圧
で
吹
き
付
け
た
ド
ラ
イ
ア

イ
ス
の
粒
子
は
シ
ー
ル
を
み

る
み
る
剥
が
す
と
と
も
に
、

シ
ー
ル
の
下
の
「
糊
」
も
冷

却
凝
固
し
除
去
、
ベ
ト
つ
き

感
も
無
く
せ
て
い
た
。

　

同
社
で
は
ド
イ
ツ
の
ケ
ル

掃
実
演
を
交
え
な
が
ら
説

明
。「
効
率
の
高
い
清
掃
を

見
て
欲
し
い
。
景
気
の
底
が

徐
々
に
上
が
っ
て
く
る
な
か
、

コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
清

掃
機
器
は
販
売
の
チ
ャ
ン
ス

に
な
る
」（
小
松
部
長
）
旨
、

　

日
産
自
動
車
と
日
産
車
体
は
こ
の
ほ

ど
、
関
西
ペ
イ
ン
ト
、
大
気
社
と
共
同

で
、
環
境
対
応
と
高
級
車
へ
の
適
応
が

可
能
な
塗
装
外
観
品
質
を
両
立
し
た

新
塗
装
技
術
を
開
発
、
実
用
化
し
た
と

発
表
し
た
。

　

新
塗
装
技
術
は
、
今
年
１
月
か
ら
本

格
稼
働
を
開
始
し
た
日
産
車
体
の
生

産
子
会
社
で
あ
る
日
産
車
体
九
州(

福

岡
県
京
都
郡
苅
田
町
）
の
新
工
場
で
、

中
近
東
向
け
の
高
級
Ｓ
Ｕ
Ｖ
「
新
型
パ

ト
ロ
ー
ル
」
の
塗
装
工
程
に
採
用
し
た
。

日
産
等
が
新
塗
装
技
術
を
開
発

日
産
等
が
新
塗
装
技
術
を
開
発

九州新工場に採用
環境対応と高級車に適応

新
技
術
は
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
削
減
す

る
た
め
、
中
塗
り
・
上
塗
り
工
程
で
の

ス
プ
レ
ー･

焼
付
け
の
統
合
３
Ｗ
Ｅ
Ｔ

（
ス
リ
ー
・
ウ
ェ
ッ
ト
）
塗
装
を
採
用
。

従
来
の
課
題
で
あ
っ
た
高
級
車
向
け
塗

装
外
観
品
質
の
課
題
を
解
消
す
る
た

め
、
１
層
目
の
中
塗
り
に
新
開
発
の
塗

料
（
吸
水
性
中
塗
り
塗
料
）
を
採
用
し
、

こ
れ
ま
で
困
難
と
さ
れ
て
き
た
水
性
の

上
塗
り
カ
ラ
ー
ベ
ー
ス
塗
料
と
の
層
の

間
の
混
層
（
混
じ
り
合
い
）
を
解
決
す

る
こ
と
で
、
上
塗
り
を
平
滑
に
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
３
Ｗ
Ｅ
Ｔ
塗
装
に

お
い
て
も
高
級
車
に
適
用
で
き
る
塗
装

外
観
品
質
を
世
界
で
初
め
て
実
現
し

た
も
の
。

　

ま
た
、
新
工
法
で
は
、
上
塗
り
の
カ

ラ
ー
ベ
ー
ス
に
水
性
塗
料
を
採
用
す
る

こ
と
で
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
（
揮
発
性
有
機
化
合

物
）
に
つ
い
て
も
お
よ
そ
２
７
％
低
減

を
実
現
。
乾
燥
設
備
の
乾
燥
時
間
を

半
減
す
る
こ
と
で
上
塗
り
ベ
ー
ス
塗
装

か
ら
上
塗
り
ク
リ
ア
ー
塗
装
ま
で
の
工

程
部
分
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
２
５
％
低

減
。
塗
装
工
場
全
体
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
も
１
６
％
削
減
し
、
環
境
に
配
慮
し

て
い
る
。

感
と
と
も
に
多
機
能
化
な
ど

を
実
現
。
購
入
者
メ
リ
ッ
ト

を
広
げ
る
こ
と
で
売
上
に
弾

み
を
つ
け
た
い
考
え
だ
。

ヒ
ャ
ー
社
が
今

年
創
立
７
５
周

年
を
迎
え
る
こ

と
を
記
念
し
、

７
５
周
年
モ
デ

ル
（
全
５
機
種
）

も
発
売
し
て
い

る
。
こ
の
モ
デ

ル
で
は
、
必
需

品
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
無
料
の

本
体
付
属
品
に

し
て
売
り
出
し

て
お
り
、
割
安

新たに営業を開始した東京支店

大
型
機（
写
真
は
業
務
用
ス

イ
ー
パ
ー
）
の
デ
モ
も
積
極

的
に
行
な
う

創業40年

目標は「世界No.１のソリューションカンパニー」  

出
会
い
で
築
い
た
信
頼
と
開
発
力
を
軸
に

㈱
ジ
ェ
ー
ビ
ー
エ
ム

代
表
取
締
役
会
長 

佐
野　

泰
治 

氏

　
 

Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｃ
ａ
ｍ
（
マ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
ム)

Ⅹ
販
売
で
世

界
一
を
継
続
中
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ

ニ
ー
の
ジ
ェ
ー
ビ
ー
エ
ム
（
本
社
・
東
大
阪
市
、
佐
野
泰
治
会
長
）

が
１
９
７
０
年
の
創
業
以
来
、
こ
の
３
月
で
「
創
業
４
０
周
年
」

の
佳
節
を
迎
え
た
。
４
０
年
の
歴
史
は
日
本
の
生
産
財
市
場
の
発

展
と
共
に
あ
る
と
い
っ
て
も
良
い
。
そ
こ
で
、
創
業
者
の
佐
野
会

長
に
今
後
の
展
開
も
含
め
、
話
を
聞
い
た
。

　

―
創
業
４
０
周
年
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
創
業
時
は
Ｏ
Ａ
業
務
で
ス

タ
ー
ト
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
生
産

財
業
界
に
進
出
し
た
き
っ
か
け
は
。

　
「
創
業
当
時
は
、
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
が
日
本
に
普
及
し
始
め
た
頃

で
、
当
初
は
デ
ー
タ
イ
ン
プ
ッ
ト
や
伝
票

発
行
業
務
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
改
造
業
務

等
の
請
負
や
オ
フ
コ
ン
販
売
を
中
心
と

し
て
い
た
が
、
創
業
か
ら
１
０
年
目
の
80

先
読
み
し
た
事
業
展
開
で
す
ね
。

　
「
私
自
身
、『
顧
客
が
求
め
る
も
の
を

カ
タ
チ
に
す
る
』
を
信
条
と
し
て
い
ま
す

が
、
シ
カ
ゴ
シ
ョ
ー
で
の
体
験
は
大
き
な

ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
。『
Ｐ
Ｓ
―
２
０
』
は

好
評
を
博
し
、
続
い
て
Ｎ
Ｃ
専
用
鑽
孔

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
開
発
、
Ｎ
Ｃ
工
作

機
械
周
辺
機
器
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、『
Ｊ

Ｂ
Ｍ
』
ブ
ラ
ン
ド
が
定
着
。
ま
た
、
Ｆ
Ａ

分
野
に
進
出
し
た
こ
と
で
、
大
手
工
作

発
に
継
承
さ
れ
た
」

　

―
多
く
の
出
会
い
を
チ
ャ
ン
ス
に
し

て
き
た
訳
で
す
ね
。

　
「
現
在
、
主
力
商
品
の
マ
ス
タ
ー
キ
ャ

ム
と
の
出
会
い
も
突
然
だ
っ
た
。
東
大
阪

の
金
型
メ
ー
カ
ー
よ
り
、
カ
ッ
タ
ー
の
柄

部
分
の
金
型
製
作
の
依
頼
を
受
け
、
マ

ス
タ
ー
キ
ャ
ム
を
自
社
で
使
い
こ
な
し
対

応
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
そ
の
後
、
97

年
に
開
発
元
の
Ｃ
Ｎ
Ｃ
社
と
直
接
代
理

う
節
目
を
迎
え
、
お
得
意
先
を
は
じ
め
、

代
理
店
や
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
の
皆
様

の
力
強
い
ご
支
援
と
社
員
の
懸
命
な
努

力
の
賜
物
と
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
」

　

―
景
気
回
復
に
向
け
た
動
き
も
明

ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の

事
業
展
開
方
針
は
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
対
応
し
た
動
き

は
一
段
と
加
速
す
る
見
込
み
だ
。
２
月
に

は
世
界
の
モ
ノ
づ
く
り
を
支
え
る
役
立
つ

　
「
使
用
で
き
る
言
語
は
現
在
、
１
３
カ

国
語
を
カ
バ
ー
。
翻
訳
が
必
要
な
場
合

は
、
日
本
語
で
入
力
し
て
も
機
械
翻
訳

機
能
を
搭
載
し
て
い
る
た
め
、
指
定
言

語
に
自
動
翻
訳
で
き
る
の
が
特
長
。
こ

の
春
に
は
、
翻
訳
機
能
を
よ
り
拡
充
し
、

サ
ー
ビ
ス
機
能
と
し
て
運
営
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
直
接
翻
訳
処
理
を
追
加
、
よ
り

正
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界
に
発
信
で

き
る
。
当
面
は
日
本
語
／
英
語
（
相
互

変
換
）
環
境
で
ス
タ
ー
ト
し
、
順
次
他

の
言
語
ま
で
拡
大
す
る
考
え
だ
。
ま
た
、

進
化
す
る
生
産
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
、

『
自
社
開
発
』
を
合
言
葉
に
よ
り
高
度
な

生
産
改
革
を
実
現
す
る
最
適
化
シ
ス
テ

ム
の
開
発
に
も
着
手
、
現
在
、
実
証
テ

ス
ト
の
段
階
で
、
秋
の
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
で

披
露
す
る
予
定
だ
。
Ｊ
Ｂ
Ｍ
の
新
し
い

顔
に
な
る
製
品
だ
。
４
０
年
と
い
う
節

目
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
、
次
の
５
０
周

年
を
目
指
し
顧
客
の
お
役
に
立
て
る
『
世

界
ナ
ン
バ
ー
１
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
』
を
全
社
員

一
体
と
な
っ
て
目
指
す
方
針
だ
」

年
に
山
善
さ
ん
の
誘
い
で
米
国
国
際
工

作
機
械
見
本
市
の
『
シ
カ
ゴ
シ
ョ
ー
』
を

初
め
て
見
学
し
た
時
、
鑽
孔
（
さ
ん
こ

う
）
紙
テ
ー
プ
が
工
作
機
械
の
Ｎ
Ｃ
デ
ー

タ
と
し
て
活
用
し
て
い
る
現
場
に
出
会

い
、
こ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
ハ
ン
デ
ィ
ー
タ
イ

プ
の
Ｎ
Ｃ
紙
テ
ー
プ
パ
ン
チ
ャ
ー
『
Ｐ
Ｓ

―
２
０
』
を
製
品
化
し
た
こ
と
が
大
き

な
契
機
で
し
た
ね
」

　

―
工
作
機
械
業
界
で
は
Ｎ
Ｃ
化
の

ニ
ー
ズ
が
本
格
化
す
る
時
で
、
時
代
を

機
械
メ
ー
カ
ー
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
市
場
競

争
の
激
化
等
、
厳
し
い
状
況
に
何
度
か

直
面
し
た
が
、
新
し
い
技
術
と
し
て
Ｐ

Ｃ
ソ
フ
ト
の
全
盛
時
代
が
必
ず
来
る
と

確
信
し
、
Ｎ
Ｃ
デ
ー
タ
編
集
ソ
フ
ト
や
自

動
プ
ロ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組
み
、

初
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
フ
ト
と
な
る
対
話

型
自
動
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
が
誕

生
。
ま
た
ソ
フ
ト
開
発
に
注
力
し
た
結

果
、
２
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
商
品
の
開

店
契
約
を
結
び
、
輸
入
元
と
し
て
体
制

を
整
え
、
以
来
、
２
０
０
１
年
度
よ
り

連
続
し
て
販
売
実
績
世
界
第
一
位
を
継

続
中
。
最
近
で
は
大
学
・
高
校
の
教
材

用
と
し
て
も
拡
販
活
動
を
展
開
し
て
い

る
」

　
「
ま
た
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
分
野
の
存

在
感
が
高
ま
る
中
、
日
本
工
作
機
械
工

業
会
に
も
入
会
し
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
懇
談

会
を
立
ち
上
げ
、
現
在
、
理
事
と
い
う

職
責
も
拝
命
し
て
い
る
。
４
０
年
と
い

情
報
交
換
の
場
と
し
て
『
Ｊ
Ｂ
Ｍ
ワ
ー
ル

ド
・
ワ
イ
ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
Ｗ
ｅ
ｂ

上
に
立
ち
上
げ
た
。
生
産
現
場
で
の
様
々

な
疑
問
や
問
題
、
最
新
技
術
動
向
な
ど

の
情
報
を
共
有
化
し
、
互
い
に
交
流
を
深

め
る
中
で
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
課
題
解

決
の
ヒ
ン
ト
が
生
ま
れ
る
も
の
だ
。
世
界

の
様
々
な
加
工
現
場
で
働
く
人
た
ち
の
問

題
解
決
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
も
ら

う
こ
と
が
目
的
。
業
界
の
発
展
に
貢
献

で
き
れ
ば
と
の
思
い
で
ス
タ
ー
ト
し
た
」


